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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年6月6日(2013.6.6)

【公開番号】特開2011-232111(P2011-232111A)
【公開日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
【出願番号】特願2010-101475(P2010-101475)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/954    (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/30     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/954   　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｂ  11/30    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  21/88    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月19日(2013.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の被写体を撮像して画像を得る検査装置であって、
  第１の条件に基づいて、前記画像から前記複数の被写体のうち少なくとも２つの被写体
の第１の特徴部を検出する特徴検出部と、
  前記少なくとも２つの被写体の前記第１の特徴部に基づいて、第１の被写体の前記第１
の特徴部と第２の被写体の前記第１の特徴部とを判別する特徴判別部と、
  前記第１の被写体の前記第１の特徴部、及び前記第２の被写体の前記第１の特徴部に基
づいて、前記第１の被写体の第１の欠陥部、及び前記第２の被写体の第１の欠陥部を検出
する欠陥検出部と、
  前記第１の被写体の第１の欠陥部を示す情報、及び前記第２の被写体の第１の欠陥部を
示す情報を、前記画像と共に表示する表示部と、
を有することを特徴とする検査装置。
【請求項２】
  前記第１の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報と前記第２の被写体の前記第１の欠陥
部を示す情報とを、互いに識別可能に表示することを特徴とする請求項１に記載の検査装
置。
【請求項３】
  前記特徴検出部は、第２の条件に基づいて、前記画像から前記少なくとも２つの被写体
の第２の特徴部を検出し、
  前記特徴判別部は、前記少なくとも２つの被写体の前記第２の特徴部に基づいて、前記
第１の被写体の前記第２の特徴部と前記第２の被写体の前記第２の特徴部とを判別し、
  前記欠陥検出部は、前記第１の被写体の前記第２の特徴部、及び前記第２の被写体の前
記第２の特徴部に基づいて、前記第１の被写体の第２の欠陥部、及び前記第２の被写体の
第２の欠陥部を検出し、
  前記表示部は、前記第１の被写体の第２の欠陥部を示す情報、及び前記第２の被写体の
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第２の欠陥部を示す情報を、前記画像と共に表示することを特徴とする請求項１に記載の
検査装置。
【請求項４】
  前記表示部は、前記第１及び前記第２の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報及び前記
第１及び前記第２の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報を、前記画像と共に表示するこ
とを特徴とする請求項３に記載の検査装置。
【請求項５】
  前記第１及び前記第２の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報は、前記画像が記録され
るファイルとは異なるファイルに記録されることを特徴とする請求項１に記載の検査装置
。
【請求項６】
  前記第１及び前記第２の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報は、前記画像が記録され
ファイルとは異なるファイルに記録されることを特徴とする請求項３に記載の検査装置。
【請求項７】
  前記第１の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報と前記第２の被写体の前記第２の欠陥
部を示す情報とを、互いに識別可能に表示することを特徴とする請求項３に記載の検査装
置。
【請求項８】
  複数の被写体を撮像して画像を得る検査装置を用いた欠陥検出方法であって、
  第１の条件に基づいて、前記画像前記複数の被写体のうち少なくとも２つの被写体の第
１の特徴部を検出し、
  前記少なくとも２つの被写体の前記第１の特徴部に基づいて、第１の被写体の前記第１
の特徴部と第２の被写体の前記第１の特徴部とを判別し、
  前記第１の被写体の前記第１の特徴部、及び前記第２の被写体の前記第１の特徴部に基
づいて、前記第１の被写体の第１の欠陥部、及び前記第２の被写体の第１の欠陥部を検出
し、
  前記第１の被写体の第１の欠陥部を示す情報、及び前記第２の被写体の第１の欠陥部を
示す情報を、前記画像と共に表示することを特徴とする検査装置を用いた欠陥検出方法。
【請求項９】
　前記第１の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報と前記第２の被写体の前記第１の欠陥
部を示す情報とを、互いに識別可能に表示することを特徴とする請求項８に記載の検査装
置を用いた欠陥検出方法。
【請求項１０】
　第２の条件に基づいて、前記画像から前記少なくとも２つの被写体の第２の特徴部を検
出し、
  前記少なくとも２つの被写体の前記第２の特徴部に基づいて、前記第１の被写体の前記
第２の特徴部と前記第２の被写体の前記第２の特徴部とを判別し、
  前記第１の被写体の前記第２の特徴部、及び前記第２の被写体の前記第２の特徴部に基
づいて、前記第１の被写体の第２の欠陥部、及び前記第２の被写体の第２の欠陥部を検出
し、
  前記第１の被写体の第２の欠陥部を示す情報、及び前記第２の被写体の第２の欠陥部を
示す情報を、前記画像と共に表示することを特徴とする請求項８に記載の検査装置を用い
た欠陥検出方法。
【請求項１１】
  前記第１及び前記第２の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報及び前記第１及び前記第
２の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報を、前記画像と共に表示することを特徴とする
請求項１０に記載の検査装置を用いた欠陥検出方法。
【請求項１２】
  前記第１及び前記第２の被写体の前記第１の欠陥部を示す情報は、前記画像が記録され
るファイルとは異なるファイルに記録されることを特徴とする請求項８に記載の検査装置
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を用いた欠陥検出方法。
【請求項１３】
  前記第１及び前記第２の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報は、前記画像が記録され
るファイルとは異なるファイルに記録されることを特徴とする請求項１３に記載の検査装
置を用いた欠陥検出方法。
【請求項１４】
  前記第１の被写体の前記第２の欠陥部を示す情報と前記第２の被写体の前記第２の欠陥
部を示す情報とを、互いに識別可能に表示することを特徴とする請求項１０に記載の検査
装置を用いた欠陥検出方法。
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